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泉ヶ丘中学校（石浦喜人校長）で３月 11日（金）、
第 75回卒業証書授与式が行われました。（P02）
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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン

グ

児
童
生
徒
が
学
び
舎
巣
立
つ

　
　
　
小
中
学
校
で
卒
業
式

　

泉
ヶ
丘
中
学
校
（
石
浦
喜
人

校
長
）
で
３
月
11
日
（
金
）、

第
75
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行

わ
れ
、
卒
業
生
52
人
が
、
慣
れ

親
し
ん
だ
学
び
舎
を
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
石
浦
校
長
が
、

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証

書
を
手
渡
し
た
あ
と
、
卒
業
生

に
向
け
て
、
は
な
む
け
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
18
日
（
金
）
に
は
、
井

手
小
学
校
（
中
島
智
幸
校
長
）

と
、
多
賀
小
学
校
（
中
島
禎
宏

校
長
）
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

井
手
小
学
校
か
ら
は
36
人
が
、

多
賀
小
学
校
か
ら
は
９
人
が
卒

業
し
ま
し
た
。

泉ヶ丘中学校で行われた卒業式

　新型コロナウイルスワクチンの３回目の集団接種は、４月をもちまして
一旦終了となりますが、未接種の方（１回目を含む）で、接種を希望され
る方は、指定医療機関等での個別接種で対応可能ですので、井手町新型コ
ロナワクチン接種コールセンターまでお問い合わせいただきますようお願
いします。

井手町新型コロナワクチン接種コールセンター（℡８２－２１２１）

新型コロナウイルスワクチン未接種の方へ

■
人
事
異
動
に
つ
い
て

事
兼
上
下
水
道
課
長
事
務
取

扱
）
中
島
一
也
▽
井
手
町
職
員

の
併
任
を
解
く
（
理
事
兼
地
域

創
生
推
進
室
長
事
務
取
扱
）
藤

岡
栄

【
課
長
級
】

▽
会
計
課
長
（
教
育
委
員
会
事

務
局
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
）

岩
村
恭
子
▽
企
画
財
政
課
長

（
高
齢
福
祉
課
長
）
寺
井
佳
孝

▽
高
齢
福
祉
課
長
（
産
業
環
境

課
課
長
補
佐
）
坂
井
幸
一
郎
▽

上
下
水
道
課
長
（
上
下
水
道
課

参
事
）
仁
木
崇

【
課
長
補
佐
級
】

▽
保
健
医
療
課
課
長
補
佐
（
高

齢
福
祉
課
係
長
）
林
田
夕
加

【
係
長
級
】

▽
税
務
課
係
長
（
産
業
環
境
課

係
長
）
板
谷
な
お
み
▽
保
健
セ

ン
タ
ー
係
長
（
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
師
）
藤
森
幸
枝
▽
産
業
環

境
課
係
長（
産
業
環
境
課
主
事
）

神
邊
芳
隆

【
主
事
級
】

▽
総
務
課
主
事
（
税
務
課
主

事
）
小
島
大
尭
▽
税
務
課
主

事
（
会
計
課
主
事
）
窪
田
直
行

▽
玉
川
保
育
園
栄
養
士
（
い
づ

み
保
育
園
栄
養
士
）
奥
山
有
美

▽
い
づ
み
保
育
園
栄
養
士
（
玉

川
保
育
園
栄
養
士
）
松
尾
恵
理

子
▽
多
賀
保
育
園
保
育
士
（
玉

川
保
育
園
保
育
士
）
安
田
佳
矢

▽
高
齢
福
祉
課
主
事
（
京
都
府

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派

遣
）
中
田
和
宜
▽
保
健
医
療
課

主
事
（
京
都
府
市
町
村
職
員
人

事
交
流
派
遣
）
八
木
亮
天
▽
産

業
環
境
課
主
事
（
保
健
医
療
課

主
事
）
綱
田
雄
太
▽
産
業
環
境

課
主
事
（
税
務
課
主
事
）
中
坊

一
朗
▽
上
下
水
道
課
主
事（（
一

財
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
実

務
研
修
生
派
遣
）
西
谷
拓
真
▽

全
国
町
村
会
派
遣
（
税
務
課
主

事
）
梅
元
謙
太
▽
京
都
府
市
町

村
職
員
実
務
研
修
生
派
遣
（
総

務
課
主
事
）
片
岡
侑
也
▽
京
都

府
市
町
村
職
員
人
事
交
流
派
遣

（
上
下
水
道
課
主
事
）
正
野
和

馬◎
教
育
委
員
会
の
事
務
部
局

【
係
長
級
】

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教

育
課
係
長（
保
健
医
療
課
係
長
）

西
島
佳
子
▽
図
書
館
係
長
（
図

書
館
主
事
）
鈴
木
浩
史

◎
退
職

▽
住
民
福
祉
課
長
・
野
﨑
裕
美

（
令
和
４
年
３
月
31
日
付
け
）

◎
京
都
府
人
事
交
流

▽
総
務
課
課
長
補
佐（
京
都
府
）

吉
井
祐
策
▽
井
手
町
職
員
の
併

任
を
解
く（
総
務
課
課
長
補
佐
）

堀
口
拓
馬

　

役
場
で
は
、
今
後
の
行
政
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
４
月

１
日
付
で
職
員
の
異
動
を
行

い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）※
カ
ッ

コ
内
は
旧
役
職

◎
町
長
の
事
務
部
局

【
理
事
級
】

▽
理
事
兼
会
計
管
理
者
事
務

取
扱
（
会
計
管
理
者
・
会
計

課
長
兼
務
）
木
村
恵
理
▽
理

事
兼
地
域
創
生
推
進
室
長
事

務
取
扱
（
京
都
府
か
ら
派
遣
）

山
本
勇
人
▽
理
事
兼
住
民
福

祉
課
長
事
務
取
扱
（
企
画
財
政

課
長
）
花
木
秀
章
▽
理
事
（
理
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自動車急発進防止装置
取付費用を補助します

【
対
象
者
】

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
。

①
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
で
あ
り
、
申
請

時
に
お
い
て
満
70
歳
以
上
の

方
。

②
非
営
利
か
つ
自
ら
使
用
す
る

目
的
で
補
助
の
対
象
と
な
る
自

動
車
へ
急
発
進
防
止
装
置
を
取

り
付
け
た
方
。

③
自
動
車
運
転
免
許
証
を
所
有

し
て
い
る
方
。

④
取
付
業
者
で
取
り
付
け
を
し

た
方
。

【
補
助
金
の
額
】

　

急
発
進
防
止
装
置
の
取
り
付

け
に
要
し
た
費
用
の
2
分
の
1

を
乗
じ
て
得
た
額
（
百
円
未
満

の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
切
り

捨
て
）
以
内
と
し
、
2
万
円
を

上
限
と
し
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　

次
の
①
～
⑦
の
書
類
を
用
意

し
、
高
齢
福
祉
課
に
て
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
井
手
町
自
動
車
急
発
進
防
止

装
置
取
付
費
補
助
金
交
付
申
請

書②
補
助
対
象
経
費
の
内
訳
が
明

記
さ
れ
て
い
る
領
収
書
の
写
し

※
改
造
の
箇
所
及
び
経
費
を
明

ら
か
に
し
た
も
の

③
取
り
付
け
箇
所
の
写
真

④
有
効
期
限
内
に
あ
る
運
転
免

許
証
の
写
し
及
び
自
動
車
検
査

証
の
写
し

⑤
井
手
町
自
動
車
急
発
進
防
止

装
置
取
付
費
補
助
金
交
付
請
求

書⑥
補
助
金
振
込
口
座
の
分
か
る

も
の
（
預
金
通
帳
）

⑦
印
鑑

※
①
お
よ
び
⑤
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
窓

口
に
て
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福

祉
課
（
℡
82
‐
６
１
６
５
）
ま

で
。

井手町自動車急発進
防止装置取付費用補
助のサイト

急発進防止装置
自動車の停止時又は徐行時において、
アクセルペダルが急激に踏み込まれた
際に急発進を抑制し、若しくはアクセ
ルペダルとブレーキペダルが同時に踏
み込まれた場合にブレーキ操作が優先
される装置。

　

町
内
に
居
住
し
て
い
る
満
70

歳
以
上
の
方
に
対
し
て
、
交
通

事
故
の
防
止
や
事
故
時
の
被
害

軽
減
を
図
る
た
め
、
所
有
す
る

自
動
車
へ
の
急
発
進
防
止
装
置

の
取
り
付
け
に
係
る
費
用
の
一

部
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
た
だ
し
、
急
発
進
防

止
装
置
を
取
り
付
け
た
日
か
ら

１
年
以
内
と
し
ま
す
。）
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■令和４年度（２０２２年度）の当初予算■

109 億 2,114 万 8 千円
一般会計　８０億３, １００万円　　特別会計　２８億９, ０１４万８千円

　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計

は
、
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
、

生
活
基
盤
の
整
備
・
拡
充
、

福
祉
の
充
実
、
住
民
の
健
康

増
進
、
教
育
の
充
実
、
商
工

業
や
観
光
振
興
、
環
境
保
全

や
防
災
対
策
の
強
化
、
人
権

啓
発
な
ど
、
継
続
的
な
取
り

組
み
を
さ
ら
に
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
本
町
の

最
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
人

口
の
減
少
を
食
い
止
め
、
ま

ち
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に

最
も
重
要
で
あ
る
「
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
の
Ｊ
Ｒ

奈
良
線
の
複
線
化
」、「
雇
用

の
創
出
や
税
収
の
確
保
の
た

め
の
企
業
誘
致
」、「
住
宅
地

を
は
じ
め
と
す
る
開
発
適
地

拡
大
の
た
め
の
国
道
24
号
城

陽
井
手
木
津
川
バ
イ
パ
ス
の

整
備
」
の
３
つ
の
事
業
に
つ

い
て
、
着
実
に
前
進
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
念
頭
に
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
、
Ｊ
Ｒ
奈
良

線
高
速
化
・
複
線
化
第
二
期

事
業
の
補
助
を
は
じ
め
、
防

災
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
充

実
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
向
上
を
図
る
た
め
の
新
庁
舎

建
設
や
、
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
移
転
、
老
朽
化
し
て
い

る
多
賀
地
区
の
町
営
住
宅
の
建

て
替
え
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
山
城
多

賀
駅
前
商
業
施
設
の
早
期
開
業

に
関
連
す
る
道
路
整
備
、
国
道

24
号
城
陽
井
手
木
津
川
バ
イ
パ

ス
と
市
街
地
と
の
ア
ク
セ
ス
道

路
整
備
等
の
町
道
整
備
事
業
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
自

宅
療
養
や
濃
厚
接
触
者
と
し
て

自
宅
待
機
さ
れ
る
方
で
、
親
族

や
知
人
か
ら
の
支
援
が
困
難
な

方
に
対
す
る
食
料
等
の
生
活
支

援
物
資
の
支
給
、
新
し
い
生
活

様
式
へ
対
応
す
る
た
め
の
、
小

学
校
や
保
育
園
及
び
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
空
調
等
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
井
手
町
の
次
代
を

担
う
子
ど
も
の
出
産
を
祝
い
、

子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
出
生
後
最
初
に
井

手
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
た
児
童
の
保
護
者
に
対
し

児
童
一
人
に
つ
き
10
万
円
を
支

造成工事が進む新庁舎の建設地

■
令
和
４
年
度

　
　
　
予
算
の
概
要
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■■■■　 令和 4 年度主な事業　■■■■

給
す
る
井
手
町
出
産
応
援
給

付
金
、
障
が
い
者
の
生
活
行
動

範
囲
の
拡
大
と
社
会
参
加
の

促
進
を
図
る
た
め
、
外
出
困
難

な
障
が
い
者
に
対
し
て
タ
ク

シ
ー
料
金
を
助
成
す
る
福
祉

タ
ク
シ
ー
事
業
や
、
大
規
模
地

震
な
ど
が
発
生
し
た
際
の
避

難
所
確
保
の
た
め
の
防
災
広

場
整
備
、
保
護
者
負
担
軽
減
施

策
と
し
て
義
務
教
育
が
終
了

す
る
中
学
校
卒
業
ま
で
の
全

て
の
給
食
費
の
無
償
化
、
泉
ヶ

丘
中
学
校
の
国
際
交
流
・
海
外

派
遣
事
業
等
に
も
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計

予
算
は
80
億
３
１
０
０
万

円
と
な
り
、
前
年
度
と
比

較
し
て
32
億
２
０
０
０
万

円
、
66
・
９
％
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
会

計
（
国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・

井
手
町
水
道
事
業
・
多
賀
地

区
簡
易
水
道
事
業
・
公
共
下

水
道
事
業
・
多
賀
財
産
区
）

を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

１
０
９
億
２
１
１
４
万
８
千

円
（
対
前
年
度
比
33
億
５
９
０

４
万
３
千
円
増
）
と
な
り
ま
し

た
。

■総務費
新庁舎建設事業 ２０億９１２１万２千円
ＪＲ奈良線高速化・複線化第二期事業費補助金

２億７２３万７千円
デジタル地番図整備 １１５０万円
コンビニ交付サービス ６９７万８千円
空き家再生支援 ２５０万円
交通安全施設整備 １７９万５千円

■民生費
子育て施設環境整備 １３５０万円
保育園施設等改修 ９７２万円
敬老事業 ８７４万６千円
井手町出産応援給付金 ４００万円
共同浴場施設改修 ３６３万円
老人クラブ活動助成 ２２５万６千円
子育て支援チャイルドシート等購入費補助

３７万５千円
自動車急発進防止装置取付費補助 ２０万円

■衛生費
城南衛生管理組合分担金 ９４５４万７千円
予防接種事業 ２５５３万９千円
新型コロナウイルスワクチン接種事業

２１００万円
健康増進事業 １４０１万６千円
二十歳からの健康づくり事業 ７０万９千円
新型コロナ感染症自宅療養者等支援事業 ６０万円

■農林水産業費
有害鳥獣駆除 ７１７万円
農地・水・環境保全向上対策事業 ５５４万２千円
森林整備事業 ３８５万円
新規就農者確保対策事業 ７５万円
良質米出荷奨励事業 ５０万円
地域営農継続支援事業 ３０万円

■商工費
プレミアム付き商品券発行補助 １７３０万円
町商工会振興事業 ８５０万円
桜まつり ４５０万円
特産品開発推進事業 ２７０万円
小規模企業者資金借入保証料補給 ２５０万円
町づくりセンター施設整備 １６２万円
中小企業融資利子補給 １００万円
いでちょう百縁商店街事業補助 ４０万円

■土木費
町道２９号線道路改良 １億円
町道２号線道路改良 １億円
多賀地区町営住宅建替事業 ８５００万円
町道１２号線他道路改良 ４５００万円
町営住宅外壁改修 ２８６０万円
下排水路改修 １４１０万円
町内河川浚渫 ６００万円
町内公園整備 ５４１万円

■消防費
消防委託料 １億９３９２万５千円
防災広場整備 ７１７０万円
消防ポンプ自動車更新 ６４６３万円
防災倉庫整備 ４２９０万円
災害時情報伝達手段整備 ９７０万円

■教育費
山吹ふれあいセンター建設事業

１３億９８９８万８千円
井手小学校・多賀小学校空調整備 ３４１０万円
放課後児童クラブ ２１２２万円
学校給食費支援事業 １７２０万円
泉ヶ丘中学校国際交流・海外派遣事業 １００万円
英検チャレンジ推進事業 ６２万２千円
数検チャレンジ推進事業 ４７万９千円

※本町では、令和元年 10 月の保育料無償化に合わせて、３歳児から５歳児の副食費（月額 4,500 円）は徴収しないこととし、０歳
児から２歳児についても保育料における給食費相当分（月額 500 万円）は町で負担しています。このことから、義務教育が終了する
中学校卒業までの全ての給食費は無料となっており、保育園及び小中学校の給食費全体で約 2,400 万円は町が負担しています。
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「
国
民
健
康
保
険
」
や
「
後
期
高
齢

者
医
療
」
の
加
入
者
を
対
象
に
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
健

診
に
要
す
る
費
用
額
の
７
割
相
当
額
を

助
成
し
ま
す
。）

■
受
診
機
関

〇
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
（
℡

72
‐
０
２
３
５
）

〇
京
都
田
辺
中
央
病
院
（
℡
63
‐

１
１
１
６
）

〇
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
＝
武
田
病
院

健
診
セ
ン
タ
ー
・
宇
治
武
田
病
院
健

康
セ
ン
タ
ー
・
武
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
・
山
科
武
田
ラ
ク
ト
健

診
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
７
５
‐
７
４
６
‐

５
１
０
０
）

〇
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
（
℡
０
７
５

‐
５
６
１
‐
１
１
２
１
）（
令
和
４
年

度
よ
り
追
加
）

■
申
込
締
切
　

　

令
和
４
年
12
月
28
日
（
水
）

■
受
診
期
間

　

令
和
４
年
４
月
１
日
（
金
）
～
令
和

　

５
年
２
月
28
日
（
火
）

■
対
象
者

【
国
民
健
康
保
険
加
入
者
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

〇
引
き
続
き
１
年
以
上
本
町
の
被
保
険

者
で
あ
る
方

〇
入
院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な
い
当
該

年
度
末
現
在
満
40
歳
以
上
の
方

〇
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る

世
帯
に
属
す
る
方

〇
前
回
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
か
ら
６
月

以
上
経
過
し
て
お
り
、
受
診
回
数
は
同

一
年
度
1
回
で
あ
る
方

〇
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
結
果
を
特
定
健

診
の
受
診
に
代
え
て
取
り
扱
う
こ
と
を

了
承
す
る
方　
　
　
　
　

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

〇
本
町
の
被
保
険
者
で
あ
る
方

〇
入
院
ま
た
は
介
護
施
設
に
入
所
し
て

い
な
い
方

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し

て
い
る
方　

〇
前
回
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
か
ら
６
月

以
上
経
過
し
て
お
り
、
受
診
回
数
は
同

一
年
度
1
回
で
あ
る
方　

〇
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
結
果
を
後
期
高

齢
者
健
診
の
受
診
に
代
え
て
取
り
扱
う

こ
と
を
了
承
す
る
方　
　
　
　

■
申
込
方
法

　

保
健
医
療
課
窓
口
で
備
付
け
の
申
込

書
を
提
出
。

〇
受
診
さ
れ
る
前
に
必
ず
保
健
医
療
課

及
び
受
診
機
関
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
し
込
み
の
際
に
、
予
定

人
数
に
達
し
て
い
る
場
合
は
、
助
成
対

象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

〇
受
診
の
際
に
は
、
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
で
受
診
を
希
望

さ
れ
る
医
療
機
関
へ
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
必
要
な
も
の
・
保
険
証　

◎
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
と
特

定
健
康
診
査
、
後
期
高
齢
者
の
人
間

ド
ッ
ク
と
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
重

複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
医
療
課
（
℡

82
‐
６
１
６
６
）
ま
で

国民健康保険・後期高齢者医療からのお知らせ

令和４年度人間ドック助成受付
　　４月１日（金）より開始しました
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　保険税・料の納付方法は普通徴収（窓口納付・口座振替）と特別徴収（年金からの天引き）
があります。令和４年２月に特別徴収された方は４月、６月、８月は原則２月と同じ額が仮徴
収されます。４月以降、新たに年金から天引きする方にはお知らせを送付します。

【国民健康保険が特別徴収される方】
　・世帯主が国民健康保険に加入している
　・世帯内の国民健康保険被保険者がすべて６５歳以上７５歳未満
　・介護保険料が特別徴収されている
　・介護保険料と国民健康保険税の合計額が年金額の１／２未満
　・特別徴収対象の年金が年額で１８万円以上

【後期高齢者医療保険料が特別徴収される方】
　・介護保険料が特別徴収されている
　・介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額が年金額の１／２未満
　・特別徴収対象の年金が年額で１８万円以上

【介護保険料が特別徴収される方】
　・特別徴収対象の年金が年額で１８万円以上
　・６５歳になった時期や転入した時期等により、開始時期が異なります。

【納付方法の変更について】
　国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料は特別徴収（年金から天引き）になっている方でも、
申し出により口座振替によるお支払いを選択できます。なお、申し出から特別徴収の中止まで
３～４か月かかります。
 　世帯主、配偶者など、被保険者本人以外の口座振替からお支払の場合、その社会保険料控除は、
口座振替により支払った方の対象となり世帯全体の所得税及び住民税が減額となる場合があり
ます。

■こんなときは１４日以内に保健医療課へ届け出てください
◎　国民健康保険の手続きをする場合は、個人番号（マイナンバー）が分かるものと、下記の書類を持参し手続きしてください。
◎　国民健康保険に加入するとき

こんなとき 持参するもの
他の市町村から井手町に転入したとき 前の市町村の転出証明書
退職して職場の健康保険がなくなったとき、被扶養者からはずれたとき 職場の健康保険証からはずれた証明書
国民健康保険の加入世帯に子どもが生まれたとき 出生を証明するもの
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

◎　国民健康保険をやめるとき
こんなとき 持参するもの

井手町以外の市町村に転出するとき 国民健康保険証
就職して職場の健康保険に入ったとき、被扶養者となったとき 職場の保険証と国民健康保険証
国民健康保険に入っている人が死亡したとき 死亡を証明するもの
国民健康保険に入っている人が生活保護を受けるようになったとき 国民健康保険証・保護決定通知書
（就職等で会社の保険に加入した場合には、本人または同世帯員が国民健康保険の喪失手続きを行わないと国民健康保険は喪失
となりません。会社等が手続きすることはありませんのでご注意ください。）

◎　そのほかの場合
こんなとき 持参するもの

井手町内で住所が変わったとき、世帯主や氏名が変わったとき 国民健康保険証
保険証をなくした（汚れて使えなくなった等）とき 本人であることを証明するもの（使えなくなった国民健康保

険証等）
お問い合せは：保健医療課（電話：８２－６１６６）

※これまでの納付状況等から滞納が見込まれる場合は口座振替に変更できない場合もあります。
※介護保険料の納付方法は変更することができません。
国民健康保険・後期高齢者医療についての、ご相談・お問い合わせは、保健医療課　（電話　８２－６１６６）
介護保険料についての、ご相談・お問い合わせは、高齢福祉課（電話　８２－６１６５）　まで

令和 4 年度
　国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料の仮徴収について
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マイナンバーカードの
　　　申請はお済みですか？
◆マイナンバーカードとは
　マイナンバー（個人番号）が記載された顔写真付きのカードです。
　プラスチック製のＩＣチップ付きカードで券面に氏名、住所、生年月日、
性別、マイナンバー（個人番号）と本人の顔写真等が表示されます。
　本人確認のための身分証明書として利用できるほか、e-Tax 等の電子
証明書を利用した電子申請等にご利用いただけます。

◆申請方法
　マイナンバーカードの申請方法は、スマートフォン
やパソコンによるオンライン申請と、申請書を郵送す
る方法等がありますので、詳しくは窓口までお問い合
わせください。
　なお、申請からお受け取りまで約１ヶ月程度時間が
かかりますのでご了承ください。

◆窓口
　住民福祉課 ( 役場 1 階・℡ 82-6164)

Ａ
．
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳
の
時
か
ら

国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
負
担
を

考
慮
し
、
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
院
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
、
各
種
学

校
（
１
年
以
上
の
就
学
課
程
に
限
る
）
に
在
学
す
る
20
歳

以
上
の
学
生
で
す
。
ま
た
、
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
課
程

も
含
ま
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
、

学
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
（
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
）
を
持
参
の
上
、
住
民
福
祉
課
ま
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
の
３
月

ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学

予
定
で
あ
る
場
合
は
、
４
月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
届

き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
ご
返
送

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
将

来
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
は
含
ま

れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
の
計
算
に
は
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
、

承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年
間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付

（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に

追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が

加
わ
り
ま
す
）
卒
業
後
、
受
け
取
る
年
金
額
を
満
額
に
近

付
け
る
た
め
に
も
追
納
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Ｑ
．
現
在
学
生
で
す
が
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

　
　
　
　
　
　

困
難
な
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
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地域包括支援センター（℡８２－３６９０）
地

ち

域
い き

包
ほ う

括
か つ

のひまわり通
つ う

信
し ん

心
こころ

でつなぐ、地
ち

域
いき

でつつむ

“認
にん

知
ち

症
しょう

”

　軽度認知障害とはＭＣＩ（エム・シー・アイ）とも言われ、認知
症における物忘れのような記憶障がいがでるものの症状は軽く、正
常な状態と認知症の中間とも言える、すなわち認知症の一歩手前の
状態を表します。
　軽度認知障害（ＭＣＩ）は、そのまま何もしないと認知症を発症
する確率が高い状態とされています。疑

うたが

わしい状態が続く場合は、
なるべく早く医師の診察を受けてみましょう。「もの忘れ外来」など
の専門の科がある病院も増えてきています。かかりつけ医がいる場
合は、主治医に相談して専門医を紹介してもらうのもいいでしょう。

「軽
け い

度
ど

認
に ん

知
ち

障
しょう

害
が い

」って聞いたことありますか？

　MCIの診断を受けた人すべてが必ず認知症になるとは限りません。
生活習慣を見直し、改善していくことが重要になってきます。健康
な食生活、適度な運動やしっかり睡眠をとって規則正しい生活を心
がけることが大事です。また自分だけで抱え込まず、人とのかかわ
りを持つために地域の仲間づくりなども有効です。

MCI と診断されたら

　おうちでできる運動をご紹介していきます。足腰を鍛えて歩く力をいつまでも保つことが健
康寿命の秘訣です。
　今回は中級編その二です♪　1 種目 10 回を目安におこない、慣れてきたら 2 ～ 3 セットを目
標にしましょう。

ピーンと体操　グーンと体操　シャキッと体操

内もも
（手順）
①　両手を合わせて、
　　膝の間に入れる
②　合わせた両手を
　　両足で閉める
③　緩める
④　くり返す

上体ひねり
（手順）
①　肩の高さで手を
　　組む
②　横に体をひねる
③　ゆっくりと体を
　　戻す
④　反対もおこなう

注）ストレッチなどで体をほぐし
てからおこないましょう。

➡

参考：独立行政法人国立長寿医療研究センター、2011、『認知症予防マニュアル　記憶力の向上を目指したプログラム』



広報いでR4-04 10

子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前９時半～午後４時

【対　　象】　井手町在住・在勤の就学前の子どもと保護者
【開館日時】　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前 10 時～正午・午後 2 時～ 4 時　（予約制・各 3 組限定）
　　　　　　1 組につき 1 週間に 2 回まで
　　　　　　※当面の間は午前・午後共に予約制となっています。　　　　　　　

【予約方法】　・電話または直接子育て支援センターへ予約してください。
　　　　　　・利用希望日の 1 週間前から当日まで予約できます。
　　　　　　・一度に予約できるのは１回分のみです。
　　　　　　※予約後にキャンセルされる場合は、必ずご連絡ください。

【受付時間】　午前８時半～午後５時
【その他】　　・風邪の症状や発熱（37.5 度）がある方はご利用できません。
　　　　　　・ご利用の際には、手洗い、手指の消毒、検温、マスクの着
　　　　　　　用をお願いします。
　　　　　　・4 月２８日（木）の午前中は、ＪＡで「おもちゃ図書館」
　　　　　　　を開催しているため、センターはお休みです。

【感染症対策】・職員の検温、体調チェック（１日３回）
　　　　　　・利用者の検温、手指の消毒
　　　　　　・おもちゃの消毒・施設内の換気

ENJOY しえんセンター
　「キラキラ★マイク」
　キラキラかわいいマイクを
作りましょう★☆
　お子さん 1 人につき１つ作
れます♪

（未就園児対象）

【利用時間】 平日 午前 8 時半～午後 4 時半  土曜 午前 8 時半～正午
【利用料金】 一日　2000 円　半日　1000 円　給食費　250 円

　利用の際には事前の面談と予約が必要です。
　その他詳細については子育て支援センター
　（℡ 82 － 2232）までお問合せください。

井手すくすくチャンネル

　製作・手遊び・レシピ動画など、親子で楽し
める動画を YouTube で配信しています。
　ぜひご覧ください。●一時預かり「いちごぐみ」の利用について

お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを
行っております 子育て支援センターだより

　子育て支援センターの毎月
の予定や、詳しい情報に関して
は、「子育て支援センターだよ
り」にてご確認ください。

　春の行楽シーズン到来とともに、屋外での活動が増えてき
ます。この時期は、降水量が少なく空気が乾燥し、強い風が
吹くなど、林野火災が発生しやすい気候条件となることが多
く、火災発生の増加が懸念されます。
　火災を防いでレジャーを楽しむために、一人ひとりが注意
することが必要です。

◇行楽期における火災の被害防止について◇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防署からお知らせ

春の行楽期を火災のない楽しいものにするために・・・
　○キャンプ等で火を使用する際は、近くに水の入ったバケツなどを用意して、万一、
　　火が拡大した際すぐに消火できるようにしておく。
　○たばこは灰皿などがあるところで吸うか、携帯灰皿を携行し、投げ捨てなどは絶対
　　にしない。
　○ゴミ類は火災の発生、延焼拡大の原因となるため各自でゴミはきちんと持ち帰る。
　　　　　　　　　　　お問合せ　　京田辺市消防署　井手分署（℡８２－３０００）
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京都人権文化講座開催のご案内第７０期

　部落解放・人権政策確立要求京都府実行委員会では、部落差別をはじめ様々な人
権侵害の実態と差別事件の現状を広く訴えていくため、「京都人権文化講座」を以
下の日程で開催します。

日　程 内　容・講　師

４月２２日（金）
「是

ぜ

栴
せ ん

陀
だ

羅
ら

問題」入門
　～仏教と部落差別～
　阪本　仁 さん（真宗大谷派解放運動推進本部 本部委員）

５月１９日（木）
すごいぞ「重度訪問介護」
　～障害者の介助「重訪」のハナシ～
　廣川 淳平 さん（NPO 法人日本自立生活センター（ＪＣＩＬ）自立支援事業所 職員）

6 月 2 ７日（月）
エンパワメントが連鎖する食堂
　～在日アジア人女性の活躍の場を～
　黒田 尚子 さん（神戸アジアン食堂バル SALA 代表）

7 月 1 １日（月）
開かれた交流の場を願って
　～精神障がいのある人への就労と生活の支援～
　坂岡 隆司 さん（社会福祉法人ミッションからしだね 理事長）

◇会　場 京都商工会議所 会議室 A・B
（京都市下京区室町東入函谷鉾町 78 京都経済センター 7 階）

◇時　間 いずれも午後６時３０分～８時３０分
◇受講料 1,000 円（1 講座）当日会場でお支払いください。

◇その他 ・

・

ご参加の際は、マスク着用、3 密回避等の対策を十分とってい
ただきます。入口で検温も実施します。体調不良であれば参加
を控えるなど感染防止にご協力ください。
詳しくは、部落解放・人権政策確立要求京都府実行委員会（075-
415-1030）までお問い合わせください。

■田辺警察署

井手安心・安全コーナー
１年生を交通事故から守りましょう
　小学校入学を機に、新１年生の子どもたちは、保護者の手を離れ

「一人歩き」を始めます。真新しいランリュックを背負い、一生懸
命歩いている子どもたちの姿は、とても微笑ましいものですね。
　しかし、その一方で、夢と希望に満ちあふれた子どもたちが、毎
年、交通事故の犠牲となっているのも悲しい現実です。
　このような痛ましい子どもの交通事故を防ぐため、ドライバーの
皆さんにお願いします。まず、通学路や住宅街などでは、子どもの
飛び出しがあるかもしれないと考え、いつでも止まれる安全な速度
で走行してください。
　また、子どもが道路を横断しようとしているときは、安全に横断
できるよう一時停止し、渡り終えるのを優しく見守ってください。
　最後に、ドライバーの皆さん、子どもを見かけたらまず減速し、
思いやりを持った運転で子どもを交通事故から守りましょう。

　お問い合わせは田辺警察署　交通課（ＴＥＬ：６３－０１１０）まで
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《
社
協
♥
生
き
生
き
体
操
》

日
時
／
４
月
20
日
（
水
）・
27
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑
《
定
員
22
人
》

日
時
／
５
月
９
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑
《
定
員
22
人
》

対
象
／
概
ね
70
歳
以
上
の
方

＊
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

【
介
護
予
防
事
業
】

《
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
》

日
時
／
４
月
13
日
（
水
）・
27
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
４
月
13
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
／
65
歳
以
上
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含

め
、
予
防
ゲ
ー
ム
や
脳
ト
レ
に
興
味
の
あ

る
方
は
年
齢
関
係
な
く
参
加
可
能
）

持
ち
物
／
お
茶
（
水
分
補
給
用
）

費
用
／
無
料

・
申
込
み
は
不
要
で
す

・
こ
の
教
室
で
は
認
知
症
の
こ
と
や
介
護

な
ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で

●

Information

おしらせ
日
時
／
5
月
10
日
（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

　
　
　

会
議
室

定
員
／
５
名
程
度
（
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
３
密
を
避
け
る
た
め
）

参
加
費
／
無
料

受
付
／
５
月
９
日
（
月
）
午
後
5
時
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署　
（
℡
82
‐
３
０
０
０
）

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ

【
井
手
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
総
合
開
会
式
】

日
時
／
４
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
～

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡

82
‐
５
７
０
０
）

【
町
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
】

日
時
／
４
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
～

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡

82
‐
５
７
０
０
）

【
町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
４
月
24
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

場
所
／
有
王
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡

82
‐
５
７
０
０
）

講
座
・
教
室

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
４
月
11
日
（
月
）・
26
日
（
火
）・

　
　
　

５
月
９
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

子 

育 

て

　

令
和
４
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
（
京
都

府
内
で
京
都
市
以
外
の
市
町
村
に
在
住
す

る
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い

る
母
対
象
）
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
は
５
月
31
日
（
火
）
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
５
月
31
日
ま
で
に

「
母
子
家
庭
奨
学
金
」
の
受
付
が

始
ま
り
ま
す

申
請
が
な
い
場
合
は
、
申
請
月
の
翌
月
か

ら
の
支
給
と
な
り
、
１
年
分
の
奨
学
金
を

受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

お
問
い
合
わ
せ

は
住
民
福
祉
課
（
℡
82
‐
６
１
６
４
）
ま

で
。

持
ち
物
／
筆
ペ
ン
ま
た
は
筆

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

《
大
正
琴
》

日
時
／
４
月
22
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

《
太
極
拳
》

日
時
／
４
月
22
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き
・

飲
み
物

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
健
康
教
室
】

日
時
／
４
月
28
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

持
ち
物
／
タ
オ
ル
・
健
康
手
帳
（
持
っ
て

い
る
方
の
み
）・
飲
み
物

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

健　

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
４
月
14
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
２
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
》

日
時
／
４
月
11
日
（
月
）
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対
象
／
Ｒ
１
・
７
・
31
～
Ｒ
１
・
11
・
10

生
ま
れ

受
付
／
個
別
案
内

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
》

日
時
／
５
月
９
日
（
月
）

対
象
／
Ｒ
２
・
９
・
１
～
Ｒ
２
・
10
・
31
生

ま
れ

受
付
／
個
別
案
内

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

（
℡
82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
４
月
18
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
５
月
２
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　

※
行
政
相
談
も
行
い
ま
す

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相

談
は
予
約
制
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

＊
消
費
生
活
相
談
は
、
電
話
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
専
用
番
号

（
℡
０
９
０
‐
５
８
８
９
‐
５
３
６
７
）

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
４
月
15
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

各 

種 

相 

談

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
相
談

室＊
こ
こ
ろ
の
相
談
室
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
４
月
25
日
（
月
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
４
月
12
日
（
火
）・
26
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡

82
‐
６
１
６
５
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
４
月
13
日
（
水
）

午
前
９
時
～
11
時
受
付

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
育
児
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
等
が
中
止
・

変
更
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　程　　令和 4 年 5 月 14 日（土）　午前 10 時～正午
場　所　　京都府聴覚言語障害センター ( 城陽市寺田林ノ口 11 番 64)　
対象者　　聞こえづらさのある、また補聴器や人工内耳装用の乳幼児さんとそのご家族。
　　　　　聞こえにくい乳幼児さんの子育てにベビーサインや手話もとり入れてみたい方。
内　容　　0 歳～就学前のお子さんを対象に、見て分かる手話をつかった手遊び、絵本読み
　　　　　聞かせなど、子どもたちが楽しめる工夫をします。子育てで使えるベビーサイン
　　　　　や手話学習、情報交換などもしています。
参加費　　無料
申込方法　TEL、FAX、メールでお問合せください。
申込先　　京都府聴覚言語障害センター にじっこ担当
　　　　　℡ 30-9000　ＦＡＸ 55-7708　メール　nanbu-nanchoyoji@kyoto-chogen.or.jp

京都府南部難聴幼児サポートセンター事業
　お子さんの聞こえづらさや、聞こえにくいお子さんの子育てについて不
安に思っている方へ。聞こえづらさのある乳幼児さんのパパ・ママが話せ
る場として、また、子どもたちやきょうだいが一緒に遊べる場として「にじっ
こ・城陽」を毎月開催しています。「子どもとどう関わったらいいの？」「ど
んな工夫ができるの？」「ベビーサインや手話はどう始めたらいいの？」な
ど、それぞれの悩みに寄り添って一緒に考えていきます ( 個別相談も可 )。
　

「にじっこ・城陽」
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【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

※
休
館
日
、
行
事
等
は
状
況
に

よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
４
月
・
５
月
の
休
館
日

４
月
４
・
11
・
18
・
25
・
28
日

５
月
２
・
６
・
９
～
12
・
16
・

23
・
26
・
30
日

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１

週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

　

４
月

一
般
書

「
青
い
雪
」　　
　
　

 

麻
加 

朋

「
ク
ラ
ウ
ド
の
城
」　 

大
谷 

睦

「
コ
ー
リ
ン
グ
・
ユ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

永
原 

皓

「
漆
花
ひ
と
つ
」　 

澤
田 

瞳
子

「
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
の
ア
ル
バ
イ

ト
」　　
　
　
　

  

近
藤 

史
恵

「
高
望
の
大
刀
」　 

夜
弦 

雅
也

「
趙
雲
伝
」　　
　

 

塚
本 

靑
史

児
童
書

「
ブ
ロ
ロ
ン
ど
ろ
ろ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　

 

高
畠 

那
生

「
の
い
ち
ご
つ
み
」

　
　
　
　
　

 

さ
と
う 

わ
き
こ

「
妖
怪
横
丁
大
運
動
会
」

　
　
　
　
　
　
　

 

広
瀬 

克
也

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
」

　
　
　
　
　
　

 

村
上 

し
い
こ

「
マ
マ
が
ブ
タ
に
な
っ
た
日
」

　
　
　
　
　
　
　

 

南
田 

幹
太

４
月
・
５
月
の
図
書
館
行
事

《
春
の
お
は
な
し
会
》

４
月
24
日
（
日
） 

午
前
11
時
か

ら山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
集

会
室

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

５
月
14
日
（
土
） 

午
後
１
時
半

か
ら

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
集

会
室

４
月
・
５
月
の
出
張
貸
出

☆
賀
泉
苑
（
毎
週
水
曜
日 

午

前
10
時
～
正
午
）

４
月
13
・
20
・
27
日

　ドイツ留学を経て、
ペスト菌を発見し、“日
本の細菌学の父”の異
名を持つ北里柴三郎。
同 時 期 に ド イ ツ で 学
び、軍医総監にまで上
り詰めた森鷗外。感染
症との終わりなき闘い
に挑んだ 2 人の医師の

「栄光」と「蹉跌」を

奏鳴曲
海堂 尊

描く。

　豊かな自然とご当地
料理、温泉で出迎えて
くれる「道の駅」。全
国 1161 カ所を車中泊
しながら回った著者が

「体験」「グルメ」「エ
ンタメ」「癒やし」の 4
ジャンルに分け、魅力
溢れる 32 の道の駅を
厳選して紹介する。

クルマでふらりと道の駅
浅井 佑一

はるいちばん
青山 友美
　風がぬるい。今日、
風がかわった ! 「ひゅ
うううー」と春をつげ
る風を追いかけて、わ
たしは走る。いちばん
に、風をつかまえるた
めに。そして…。季節
のおとずれを大切に感
じる、豊かな心を描い
た絵本。

５
月
18
・
25
日

☆
玉
泉
苑
（
毎
週
木
曜
日 

午

後
２
時
～
午
後
４
時
）

４
月
14
・
21
・
28
日

５
月
19
・
26
日

ぼくらは少年鑑定団！
くすのき しげのり
　工事現場に埋まって
いたのは本物の縄文土
器だった ! 鑑定を通し
て、そこにある大切な
価値に気づく物語。縄
文時代がよくわかる巻
末コラムと、全国にあ
る縄文遺跡の MAP 付
き。
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ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク容器包装、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出
　してください。
★刈り草も透明または半透明の袋で出してください。刈枝は長さ 50㎝以下、太さ 5㎝以下にして、ひもで束
　ねて燃やすごみの日に出してください。ダンボール、紙袋等の中身が見えない袋では出さないでください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（℡ 82 ‐ 6168）してください。（テレビ・冷
　蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
　※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区
　毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（4月 11日～ 5月 10日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 5 月 5 日 4 月 28 日 4 月 21 日 4 月 14 日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 5 月 6 日 4 月 29 日 4 月 22 日 4 月 14 日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 4 月 14 日 4 月 28 日 4 月 21 日 5 月 5 日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収 集 区 域
4 月 11 日
5 月 2 日 ④ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、北口、西北組、茶臼塚、新造、東北組、

甚五郎谷
4 月 14 日
5 月 10 日 ⑦ 西南組、東南組、立石、小払、岩倉、馬場崎、上山田

4 月 19 日 ⑩ 内垣内、帽子田、下川、判ノ地、高橋、宮ノ後、蛇谷、粟岡、安堵山、起、佃、
平山

4 月 22 日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、清水、栢ノ木、西山、新四郎山、西垣内、中垣内、東垣内、
田村新田

4 月 26 日 ⑮ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、南玉水、段ノ下、扇畑、浜田、柏原

4 月 28 日 ② 阿弥陀寺、梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、北溝、南溝、柴木田、
下赤田

※ し尿収集日程に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

（プラマーク容器包装）
出せる物・出し方

○　　　　　「プラマーク」のあるボトル類、カップ・トレー類、袋類、チューブ・ふた類、
　　発泡トレー・発泡スチロール類などのうち、簡単な洗浄で汚れが落ちる容器包装

○汚れを取り除いて、透明または半透明の袋に入れて出してください。
○汚れが落ちない容器包装については、「燃やすごみ」に分別してください。

○リサイクルの推進に、ご協力いただきますようお願いいたします。



月日 曜日 行　　　　事

4/11 月 ２歳６カ月児歯科健康診査（受付時間は個別案内、保健センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

12 火 障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

13 水 育児相談（午前９時～ 11 時、保健センター・予約制）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

14 木

15 金 こころの相談室（午前 11 時～午後１時 50 分、いづみ人権交流センター・予約制）

16 土

17 日
井手町スポーツ協会総合開会式（午前９時～、山城勤労者福祉会館）
新型コロナウイルスワクチン集団接種（午前９時半～正午、保健センター）
町民フットサル大会（午前 10 時～、山城勤労者福祉会館）

18 月 心配ごと相談・人権相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）

19 火

20 水

21 木

22 金 大正琴教室（午前 10 時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

23 土 IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、山城勤労者福祉会館）

24 日 町長旗争奪ソフトボール大会（午前８時半～、有生グラウンド）
新型コロナウイルスワクチン集団接種（午後１時半～４時半、保健センター）

25 月 無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑・予約制）

26 火 ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

27 水 脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

28 木 健康教室（午前 10 時～ 11 時半、賀泉苑）

29 金 昭和の日

30 土

5/1 日 無火災デー防火パレード

2 月 心配ごと相談・人権相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）

3 火 憲法記念の日

4 水 みどりの日

5 木 こどもの日

6 金

7 土 IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、山城勤労者福祉会館）

8 日

9 月 １歳６カ月児健康診査（受付時間は個別案内、保健センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

10 火 障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

※新型コロナウイルスの影響により、予定されている事業等が中止・変更になる場合が
あります。事前にご確認をお願いします。

まちのカレンダー
（4月 11日～ 5月 10日）

　さくらでは、現在、新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止のため、店内での飲食を中止
し、お持ち帰りのお弁当（500 円）をご用意し
ています。ぜひお立ち寄りください。

お持ち帰りのお弁当で営業中です！
日替わり弁当の一例「中華丼」

　　　　　　　
営業時間　午前９時～午後 4 時半
定休日　　日曜・祝日　　　　　　　　（℡ 0774-82-3174）

玉水駅前休憩所 さくら

発行：京都府綴喜郡井手町　編集：企画財政課　井手町ホームページ：http://www.town.ide.kyoto.jp/

(2 月 11 日から 3 月 10 日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人

多 賀 ファン　ニャト　ハ　メイ ファン　フォック
コン

井 手 加 藤　智
ち

風
ふ

夢
ゆ

訓 章

〈
出
生
〉

名　称 電話番号 名　称 電話番号
市外局番　0774 市外局番　0774

総務課 82-6161 保健センター 82-3385
地域創生推進室 82-6170 地域包括支援センター 82-3690
企画財政課 82-6162 泉ヶ丘中学校 82-2070
税務課 82-6163 井手小学校 82-2119
住民福祉課 82-6164 多賀小学校 82-2112
高齢福祉課 82-6165 玉川保育園 82-2153
保健医療課 82-6166 多賀保育園 82-2225
建設課 82-6167 いづみ保育園 82-4160
産業環境課 82-6168 子育て支援センター 82-2232
上下水道課 82-6169 環境衛生センター 82-4651
会計課 82-6171 学校給食センター 82-3617
議会事務局 82-6172 まちづくりセンター椿坂 82-3838
教育委員会 ( 学校教育課 ) 82-4333 町立デイサービスセンター 99-4318
山吹ふれあいセンター

82-5700
老人福祉センター「玉泉苑」 82-3499

（図書館・社会教育課） 老人福祉センター「賀泉苑」 82-5059
いづみ人権交流センター

82-3380
82-4112

京田辺市消防署　井手分署 82-3000
同和・人権政策課

井手町役場　代表番号 82-2001
いづみ児童館

〈
婚
姻
〉

住所 夫 妻

多 賀 岡 本　亘 浦 田　一 美

おめでとうございます

公共施設電話番号一覧


